
                       

教育・保育定員の調整について 

１．整備の概要 

令和 4年 4月 1日時点において、第 2期北広島市子ども・子育て支援プランの最終計画年度

（令和 6年度末）までに整備することとしている保育の確保方策が 24名分不足しております。  

市内の既存園（保育園・幼稚園）に保育定員の拡大意向調査を実施したところ、大谷むつみ認

定こども園（移転改築）、広島天使幼稚園（小規模保育事業所の創設）、広島幼稚園（幼保連携型

認定こども園化）、北広島かおり幼稚園（幼保連携型認定こども園化）の計４施設から拡大意向が

あったことから、令和６年度に向け保育の提供体制の確保方策として進めてまいります。 

（１） 

施設名称 大谷むつみ認定こども園 

施設種別 幼保連携型認定こども園 法人名 学校法人広島大谷学園 

位置 

北広島市大曲柏葉２丁目１４番地

５（移転後は大曲柏葉２丁目１５

番地８） 

代表者 理事長 髙瀬 一法 

 

（ア）利用定員               単位：人 

区分 年齢 拡大前 拡大後 増加数 

１号認定 

5歳児 5 5 0 

4 歳児 5 5 0 

3 歳児 5 5 0 

２号認定 

5歳児 14 16 2 

4 歳児 13 16 3 

3 歳児 13 16 3 

３号認定 

2歳児 12 16 4 

1 歳児 9 16 7 

0 歳児 9 9 0 

合計 85 104 19 

 

（イ）設備延床面積                 単位：㎡ 

設備区分 改築前 改築後 増加面積 

乳児室・ほふく室 93.00 92.28 △0.72 

保育室・遊戯室 286.00 693.71 407.71 

共有スペース等 488.95 244.63 △244.32 

園舎 867.95 1,030.62 162.67 

 

 

 

 

資料１ 

（１） 

※R5.4.1 時点 
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施設名称 （仮称）広島てんしのおうち 

施設種別 小規模保育事業所 法人名 
学校法人北海道カトリック

学園 

位置 北広島市中央４丁目５番地３の内 代表者 理事長 勝谷 太治 

 

（ア）利用定員               単位：人 

区分 年齢 拡大前 拡大後 増加数 

3号認定 

2歳児 0 8 8 

1 歳児 0 8 8 

0 歳児 0 3 3 

合計 0 19 19 

 

（イ）設備延床面積                 単位：㎡ 

設備区分 創設前 創設後 増加面積 

乳児室・ほふく室 0 55.50 55.50 

保育室・遊戯室 0 24.00 24.00 

共有スペース等 0 115.50 115.50 

園舎 0 195.00 195.00  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 
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施設名称 （仮称）認定こども園広島幼稚園（※認定こども園移行特例措置） 

施設種別 幼保連携型認定こども園 法人名 学校法人北広島竜谷学園 

位置 
北広島市共栄町1丁目7番地1 

（同敷地内に増築） 
代表者 理事長 草薙 惠眞 

 

（ア）利用定員               単位：人 

区分 年齢 拡大前 拡大後 増加数 

１号認定 

5歳児 45 18 △27 

4 歳児 45 18 △27 

3 歳児 45 18 △27 

２号認定 

5歳児 0 20 20 

4 歳児 0 20 20 

3 歳児 0 20 20 

３号認定 

2歳児 0 14 14 

1 歳児 0 10 10 

0 歳児 0 4 4 

合計 135 142 7 

 

（イ）設備延床面積                 単位：㎡ 

設備区分 増築前 増築後 増加面積 

乳児室・ほふく室 0 70.00 70.00 

保育室・遊戯室 436.00 469.00 33.00 

共有スペース等 247.99 518.93 270.94 

園舎 683.99 1057.93 373.94  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（3） 
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施設名称 （仮称）認定こども園北広島かおり幼稚園（※認定こども園移行特例措置） 

施設種別 幼保連携型認定こども園 法人名 学校法人恵愛学園 

位置 
北広島市高台町1丁目9番地1

（隣接地に増築） 
代表者 理事長 松本 隆 

 

（ア）利用定員               単位：人 

区分 年齢 拡大前 拡大後 増加数 

１号認定 

5歳児 15 5 △10 

4 歳児 15 5 △10 

3 歳児 15 5 △10 

２号認定 

5歳児 0 10 10 

4 歳児 0 10 10 

3 歳児 0 10 10 

３号認定 

2歳児 0 11 11 

1 歳児 0 6 6 

0 歳児 0 3 3 

合計 45 65 20 

 

（イ）設備延床面積                 単位：㎡ 

設備区分 増築前 増築後 増加面積 

乳児室・ほふく室 0 33.54 33.54 

保育室・遊戯室 380.65 396.80 16.15 

共有スペース等 251.34 541.84 290.50 

園舎 631.99 972.18 340.19  
 

 

２．定員拡大の状況について 

第 2期北広島市子ども・子育てプランにおける令和 5年度以降の保育定員の必要数は、952名

としております。 

令和 4 年 4 月 1 日時点で確保予定としていた 928 名（884 名＋BP 内認定こども園 44 名）

と比べ 24名不足する状況にありましたが、今回整備予定の定員 8６名のほか、既存園の整備を伴

わない定員の組み換え等を総合すると、令和 6年度において保育定員は 1,113名となり、必要数

である 952名から 161名上回る（うち特例枠158名を含む）こととなりますが、年齢定員別の

内訳をみていくと、3号定員（1・2歳児）では15名の不足が見込まれる状況です。 

 

 

 

 

（４） 
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※＜参考＞ 

 

幼稚園及び保育所が認定こども園に移行する場合における需給調整に係る特例措置の再周知について（依頼）（抜粋） 

（平成25 年12 月18 日内閣府子ども・子育て支援新制度施行準備室事務連絡） 

 

本特例措置の内容は、①幼稚園が幼保連携型認定こども園、幼稚園型認定こども園に移行する場合②保育所が幼保連携型認定こども

園、保育所型認定こども園に移行する場合のいずれの場合においても、都道府県は、地域における教育・保育施設の定員総数が、「現

在の利用状況」に「利用希望」を踏まえて設定した「量の見込み」に「都道府県計画で定める数」を加えた数に達するまでは、認可・

認定しなければならないこととするものです。また、「都道府県計画で定める数」の設定に当たっては、認定こども園への移行を促進

するため、認定こども園、幼稚園、保育所等の利用状況や認定こども園への移行の希望に十分配慮し、幼稚園、保育所の認定こども園

への移行に関する意向等を踏まえて設定するものです。 

その趣旨は、認定こども園が幼稚園と保育所の機能を併せ持ち、保護者の就労状況の変化等によらずに柔軟に子どもを受け入れられる

施設であることを踏まえ、認定こども園への移行を希望する幼稚園・保育所があれば、認可・認定基準を満たす限り、認可・認定を行

えるようにするというものです。 

つまり、供給過剰地域においても、認可・認定を可能とすることを前提としつつ、適切な需給状況が確保されるよう、既存施設の現在

の利用状況等を勘案し、地方版子ども・子育て会議における議論等により透明性を確保した上で、「都道府県計画で定める数」を設定

し、その範囲内で認可・認定を行っていただくこととするものです。 

したがって、「都道府県計画で定める数」については、供給過剰地域においても認可・認定を可能とすることを前提とするものである

ことから、当該数は、少なくとも「供給量－需要量」を上回る数を設定していただく必要があるものであり、当該上回る数について

は、認定こども園、幼稚園、保育所等の利用状況や認定こども園への移行の希望などを踏まえ、地方版子ども・子育て会議における議

論等を行っていただいた上で、各地域の実情に応じた具体的な数を設定していただくことになることにご留意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


